
82

中国 地 方 ・弥 生 セ トルメ ン トシステム

酒 井 龍
*

YayoiSettlementSystemintheChugokuDistrict

RyuichiSAKAI

はじめに

本稿では,日 本海沿岸(響 灘沿岸～丹後半島)に おける弥生拠点集落の分布状況をもと

に,こ の地の弥生セ トルメントシステムモデルを構成 し,先 に提示 した瀬戸内海北岸のセ

トルメントシステム(酒 井1987)と 合体させ,中 国 ・弥生セ トルメントシステムモデ

ルとして構成する.た だ し,こ れはまだ未熟な仮説モデルにとどまり,よ り合理的な新モ

デル構成のため先学諸氏による批判が不可欠である.

日本海南岸セ トルメン トシステムモデル

日本海岸南岸 において現時点で弥生拠点集 落と判断 され る遺跡,そ の可 能性を もつ遺跡,

あ るいはその存在が予測される地等に,次 の ものがあ る(小 野1985,山 本 編1978・

1979,瀬 戸 谷他1982,そ の他).

伊 倉 ・綾 羅木郷 ・下七見 ・土 井が浜付近 ・湯免 ・宮寺 ・宮 の馬場 ・惣の尻一帯 ・

安富 ・井元 ・鰐石 ・江川下流付近 ・坂 灘 ・土 江 ・野井付近 ・矢野 ・原山 ・欠田 ・

石台 ・西川津 ・タテチ ョウ ・法吉 ・佐 田前 ・古浦 ・夫手 ・北灘 ・中竹 屋 ・目久美

青木付近 ・宮前付近 ・貝 田原付近 ・晩 田 ・長瀬 高浜 ・松 ケ坪付近 ・後中尾付近 ・

青 島 ・布勢 ・湖 山 ・岩吉 ・万 代寺 ・直波 ・岡畑 付近 ・浦 明付 近 ・駄坂 川 原 ・

祢布ケ森 ・途中ケ丘 ・志高 ・月無,等

弥生拠点集落の分布形態には面的と線的があるが,こ こでは典型的な面的分布は見られ

ず,基 本的には線的分布をなす(第2図 山陰B幹 線).す なわちセ トルメントシステム

全体の枠組は,日 本海沿岸に沿う一本の長い分布幹線Bと,内 陸や海岸に向かう11本 の

分布派生線で構成される.

分布線上の拠点集落の間隔は,隣 接するもの(例 えば,綾 羅木郷と井倉,西 川津とタテ

チョウ等),5キ ロメー トル程度一スパンAの もの(例 えば,矢 野と原山,タ テチ ョウと

石台等),15キ ロメートル程度のもの一スパンBの もの(例 えば,綾 羅木郷と田島付近,

安富と井元等),30キ ロメー トル程度一スパ ンCの もの(例 えば,矢 野と欠田,長 瀬高

浜と青島等)の もの,に 大別できる(第2図).実 際には分布線上の拠点集落の間隔は多
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様だが,次 のように大別 しその関係を理解する.

N関 係

スパ ンA

スパ ンB

スパ ンC

1キ ロメー トル程度の間隔の もの(隣 在す る拠点集落 と 日常生業活動圏 一

キ ャ ッチ メ ン トエ リア(Vita-Finzi・Higgs1970)が ほ と ん ど 重 複 し,

両 者 の 日常関係 は極めて強 い)

5キ ロメー トル程度の間隔の もの(キ ャッチメ ン トエ リアのある部分が重

な り,そ の端 に次の拠点集落が ある.1時 間 程度で往来可能で,両 者の近 隣

関係 は強い)太 線

15キ ロメー トル程度の間隔の もの(キ ャッチメ ン トエ リアは重複せず,

両者 とも固有 の領域を持つ.1日 で 往復可能距離 に隣 の拠点集落が あ り,あ

る程度 に 日常関係 を結 び うる)細 線

30キ ロ メー トル程度 の間隔 の もの(キ ャッチメ ン トエ リアは重複せず,

両 者 とも完全 に固有 の領域 を持 つ.1日 で 到達可能距離 に次 の拠点集落 があ

り,有 事的に しか関係で きない)破 線

すなわち,分 布線上の拠点集落がスパ ンA～Bで 連続する場合,前 者では強い、後者で

は弱い日常生活 レベルでの関係を想定できる.ス パ ンCと なると日常関係は希薄 となり,

有事的関係を可能にする条件にとどまる.

分布線上の何か所かでは複数の拠点集落が集合 し,地 域 システムを構成する.こ うした

地域は日本海側では次の7個 所を数える(第3図).

地 域 システム1

地 域 システムJ

地 域 システムK

地 域 システムL

地 域 システムM

地 域 システムN

地 域 システム0

伊倉と綾羅木郷等が集合する.

矢野と原山等が集合する.

欠田 ・石台 ・中竹屋 ・タテチ ョウ・西川津 ・法吉 ・佐田前 ・夫手

北灘等が集合する.

目久美 ・青木 ・晩田 ・貝田原付近等が集合する.

長瀬高浜 ・松ケ坪付近 ・後中尾付近等が集合する.

青島 ・湖山 ・布勢 ・岩吉 ・直波等が集合する.

浦明 ・駄坂川原 ・宮内 ・祢布ケ森 ・東家ノ上等が集合する.

それ らは集落の数や間隔や配置形態に個性があり,多 様な集合状態を見せる.拠 点集落

数が最 も多いのは松江平野の地域システムKで あり,約10集 落が隣接 ・スパ ンA・B関

係で明確な集合体を形成する.こ れが,西 日本海沿岸部における最大規模の集落集合体で

ある.ち なみに,瀬 戸内海北岸の最大の ものは,岡 山平野の地域システムEで ある.

各地域システム間の関係の程度は,中 間に介在する拠点集落の数 ・間隔 ・単位数等で把

握される.

地域 システム1-J関 係

地域 システムJ-K関 係

中間 に拠点集落9個 所が あ り,そ の関係 はスパ ンB・3

単 位+ス パ ンC・7単 位 で ある.

その関係 は遠 い.

中 間 に拠点集落 がな く,ス パ ンC・1単 位 で直接 に結び

つ く.
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第1図 中国地方における弥生拠点集落遺跡の分布状況
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第3図 拠点集落遺跡の集合
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地域 システムK-L関 係

地域 システムL-M関 係

地域 システムM-N関 係

地域 システムN-O関 係

中間 に拠点集落 はな く,ス パ ンC・1単 位で直接 に結 び

つ く.

中 間 に拠点集落 はな く,そ の関係 はスパ ンC・1単 位で

直接 に結 びつ く.

中 間 に拠点集 落はな く,そ の関係 はスパ ンC・1単 位 で

直接 に結 びつ く.

中間 に拠点集 落が2個 所 あ り,ス パ ンB・1単 位+C・

2単 位 で結 びつ く.

こうしてみると,全 体として次の3つ のゾーンに区分ができる.地 域 システム1-J間

の間隔は極めて大きく,両 者間は10日 程度の日数を要する.こ こに関係の大きな希薄な

空間を認めうる.J～N間 は各スパ ンC・1単 位一1日 で到達可能な距離で直接に関係 し,

各地域システム間の横の連結はかなり強い.そ して,ス パ ンC・2単 位を置くN-O間 は

2日 程度で到達可能な関係にあ り,こ こにも日常関係のやや希薄な空間を認めうる.

日本海上に位置する島々の うち,最 大のものが隠岐の島である.こ の島の南端には拠点

集落である月無遺跡が所在する.隠 岐の島は,日 本海沿岸部における打製石器の主要素材

である黒耀石を産出し(東 村1986),日 本海沿岸部のセ トルメントシステムと極めて

強い関係をもつ.地 理的条件か ら,隠 岐の拠点集落 ・月無は,地 域 システムJ・K・Lと

の直接的な関係が想定される.こ れと対応 し,海 岸部か らやや離れる地位 システムJとK

は,海 岸部に向けた派生線をもつ.そ れ らとは,直 線距離にして80キ ロメー トル程度を

隔てた関係にある.

日本海沿岸 ・広域 システムの南方,中 国山脈を隔てて瀬戸内海北岸部 ・広域 システムが

ある(酒 井1987).こ の中国山地中にも拠点集落が点在 し,そ のいくつかは両者を結

ぶ中継点の役割を担 っている.B幹 線から内陸への派生線の多くは,A幹 線との連結線 と

なる(第2図).

連結線a

連結線b

連結線c

連結線d

派生線e

派生線f

派生線9

派生線h

無 田 一下七見

湯免 一宮寺中村 一旦 一中郷

スパ ンB・2単 位程度 で,地 域 システムHに 至 る.

安 富 一宮 ケ久保一帯 一馬 場杖抜 一亀山

スパ ンB・1単 位+C・2単 位で,地 域 システ ムにHに 至 る.

土 江 一野井付近 一牛塚 原付近 一横路付近 一塚迫付近 一太 田川放水路

スパ ンB・2単 位+C・3単 位で,地 域 システ ムGに 至 る.

矢 野 一原山 ・出雲大社

スパ ンA・1単 位で海岸 に至 る.

石 台 一タテチ ョウ ・西川津 一法吉 一佐田前 一古浦

スパ ンA・4単 位で海岸へ至 る.

西 川津 一夫手 一北灘

スパ ンB・2単 位で海岸へ至 る.

目久美 一青木付近 一貝 田原 一?

スパ ンA・2単 位だ け内陸へ延 びるが,分 布線 は続か ない.

長 瀬 高浜 一松 ケ坪 一後中尾 一?
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派生線i

連結線j

連結線k

スパ ンB・2単 位 で内陸へ延 び るが ,分 布線 は続 かな い.

布 勢等 一万代寺 一?

スパ ンB・1単 位だ け内陸へ延 びるが,分 布線 は続 かない .

浦 明 一駄坂川原 一祢布 ケ森 一車家 ノ上 一筒江片 引一福本 一今宿丁 田

スパ ンA・2単 位+B・3単 位+C・1単 位程度で地域 システムCに 至

る.

志 高 一七 日市 一岩山 一天神 一常本

スパ ンB・1単 位+C・3単 位で,地 域 シセテ ムBに 至 る.

その他

中国 ・弥生セ トルメ ン トシステム

これを,先 の瀬戸内海北岸 ・弥生セ トルメントシステム(酒 井1987)に 合体させる.

その結果,中 国 ・弥生セ トルメントシステム全体の基本的な枠組は,拠 点集落の分布幹線

A・B+バ イパス線C+連 結線a～fで 構成される(第2図) .

日本海側の幹線Aは スパ ンC・17単 位程度の規模で構成され,そ こには1日 到達関係以

上の断絶空間を置かない.一 方,瀬 戸内海側の幹線B全 体 もスパ ンC・15単 位程度で構

成され,そ こにも1日 到達関係以上の断絶空間を置かない.バ イパス線Cも,同 様に,ス パ

ンC以 下の間隔で拠点集落が点在 し,内 陸において東西方向に最小限度に有事的な関係が

結べる条件を構成 している.

枠組の連結各所には,拠 点集落の集合体である地域システムが15個 所A～0が あり,

他にもその様相を見せる個所もある.典 型的なものは,幹 線Aに おいてはA～Hの8か 所,

幹線Bに おいては1～Oの7か 所がある(第3図).

中でも,幹 線A上 の地域 システムEと,幹 線B上 の地域システムKは 集合する拠点集落

の数が多く,そ れぞれ瀬戸内海北岸と日本海沿岸における中核となっている.歴 史的には

後日,前 者は吉備の中核として,後 者は出雲の中核として展開する.し か し両中核間は,

日常 レベルで強い関係を結ぶ拠点集落の分布は少なく,か つスパ ンも大きい.弥 生中期時

点では,両 者間に直接的で強い連結線を認めることはできず,む しろ日常関係 レベルでは

断絶帯が存 している.幹 線AとBを 結ぶ6本 の連結線は,地 域 システムH・1に かかる3

本,他 域システムGに かかる1本,そ して地域 システムB・C・D-O間 にかかる3本 が

あり,各 ゾーンにおける南北の重要な交通路となっている.

このような弥生セ トルメントシステムの枠組上を交通路として,各 種の人間 ・生産物 ・

情報が様々に移動 し,各 部分が機能 したと考えられる.こ こでは,打 製石器用素材の産出

地とその移動モデルを提示 し,そ の一端を理解する(第4図).

中国地方で使用される打製石器用の主要石材の産出地は,次 の5か 所(東 村1986)

である.産 出地Aは 畿内中央部の二上山(サ ヌカイ ト),Bは 四国北岸の金山(サ ヌカイ

ト),Cは 周防灘の姫島(黒 耀石),Dは 中国山脈中の冠山(サ ヌカイ ト),そ してE

は隠岐(黒 耀石)で ある.先 に構成 したセ トルメントシステムの枠組と重ねると,そ れぞ

れ矢印の方向へと第1次 的に移動 し,更 に集落分布線に乗って第2次 的に各方面へと移動

していくと理解される.
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おわ りに

以上,こ れまでのデータと認識を踏まえ,中 国地方 ・弥生セ トルメントシステムの枠組

を仮説モデルとして構成 した.こ れが,瀬 戸内海北岸部や日本海沿岸部における文化要素

の伝幡や各種生産物の移動状況等の理解に,若 干で も参考になれば幸いである.し か し,

なお未熟な段階に留まり,新 たなデータや先学諸氏によるご批判を得て,よ り合理的な新

モデルを構成 していきたい.
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Summery

ThispapershowsaYayoisettemntsystemmodelatChugokudistrictinJapan ,

andwhichisconstructedbyobservingthedistributionofmainarchaeological

villagesitesintheregion.


